
鹿児島県新型コロナウイルス感染症対策本部会議

日時：令和２年４月14日(火)

午後２時30分～

場所：６階大会議室

会 次 第

１ 開 会

２ 本部長あいさつ

３ 議 題

（１）新型コロナウイルス感染症の発生状況等につい

て

（２）新型コロナウイルス感染症の現状と必要な対応

について

（３）意見交換

（４）その他

４ 閉 会



 



新型コロナウイルス感染症の発生状況

世界発生状況 （外務省海外安全ＨＰ（4月13日時点））

国内発生状況 （厚生労働省ＨＰ（4月12日時点）等）

都道府県名 人数 都道府県名 人数 都道府県名 人数 都道府県名 人数

北 海 道 267 東 京 都 2080 滋 賀 県 38 香 川 県 8

青 森 県 22 神 奈 川 県 478 京 都 府 193 愛 媛 県 30

岩 手 県 新 潟 県 42 大 阪 府 812 高 知 県 60

宮 城 県 52 富 山 県 30 兵 庫 県 375 福 岡 県 362

秋 田 県 15 石 川 県 113 奈 良 県 41 佐 賀 県 13

山 形 県 34 福 井 県 88 和 歌 山 県 34 長 崎 県 14

福 島 県 38 山 梨 県 35 鳥 取 県 1 熊 本 県 28

茨 城 県 109 長 野 県 29 島 根 県 7 大 分 県 42

栃 木 県 35 岐 阜 県 105 岡 山 県 16 宮 崎 県 17

群 馬 県 90 静 岡 県 41 広 島 県 56 鹿 児 島 県 4

埼 玉 県 386 愛 知 県 319 山 口 県 23 沖 縄 県 66

千 葉 県 455 三 重 県 17 徳 島 県 3
※　太枠は緊急事態宣言の対象区域

46都道府県合計 7,123
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新型コロナウイルス感染症に係る県対応状況

１ 感染者発生状況等
〇 ＰＣＲ検査状況 ※ 陽性件数は再検査を

総件数 陰 性 陽 性 含むため，人数ベース

４／１３まで ６２８件 ６１５件 ※１３件 は５名である。

〇 発生状況
番号 性別 年代 職 業 国籍 居住地 検査確定日
１ 女性 ４０代 会社役員 日本 イギリス ３／２６
２ 男性 ２０代 公務員 日本 和泊町 ４／１
３ 男性 ２０代 会社員 日本 霧島市 ４／２
４ 男性 １０代 － － 鹿児島市 ４／８

＜参考＞
１ 大阪府吹田市にて診断され鹿児島市に来ていた４０代男性
の感染者が１名（４／１検査確定）。

２ 県内発生の感染者４名（番号１～４）が現在入院中。現在，
発熱等の症状なし。

３ 濃厚接触者の状況（４／１３現在）
・番号１ ２名 全員陰性，健康観察終了
・番号２ １９名 １８名陰性

１名は大阪府に健康観察を依頼
・番号３ １名 大阪府に健康観察を依頼
・番号４ 鹿児島市は濃厚接触者なしと判断
・参考１ １名 陰性

２ 相談体制の拡充
○「帰国者・接触者相談センター」（２／１２開設）
・電話での相談を通じ，感染の疑いのある方を診療体制等の整った

医療機関に確実につなぐための調整を行う。

※県内各保健所等全２４か所【県（１３），鹿児島市（１１）】
※２／１２～４／１０の相談件数：６，５５８件

３ 医療体制の整備
○「帰国者・接触者外来」(２／１２～順次拡大) ※医療機関名非公表
・「帰国者・接触者相談センター」からの紹介を通じて診察を行う。

※４／３現在，３５医療機関（全二次医療圏に１か所以上確保）

○「感染症指定医療機関」
・感染者の入院治療を行う。（医療機関数１３，感染症病床数４５）

４ 検査体制の整備
○県環境保健センターにおいて検査体制を整備（２／７）

○鹿児島市と連携し，検査体制を拡充（今週中）

５ 県民への情報提供

○新型コロナウイルス感染症に係る知事メッセージ
（３／５，３／３０，４／６，４／８）

○県ホームページに特設ページを立上げ（１／１７），新聞，テレビ
等も活用
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６ 新型コロナウイルス感染症対策本部会議 等
〇新型コロナウイルス感染症対策本部会議（根拠：特措法第２２条）
・設 置 ３／２６【特措法に基づく政府対策本部設置と同日】
・４／７までに計６回開催

〇新型コロナウイルス感染症に係る主な会議の開催状況
１月３１日 対策会議

全国の感染状況，本県の対応状況等の説明，今後の
対応等について意見交換

２月１７日 対策会議
国，県（医療関係），関係機関の対応状況等につい
て説明

２月２５日 対策会議
社会福祉施設，学校，保育園における対策について
意見交換

３月 ６日 支援会議
経済団体から県内企業等の状況を聴取，県の支援策
等について意見交換

３月 ９日 対策会議
国，県の対応状況，今後の見通しと院内感染対策等
の講演，各関係機関の取組状況についての意見交換

３月１０日 意見交換会
金融機関等から，県内企業等の現状等を聴取，県の
支援策等について意見交換

３月１８日 対策会議
国内の感染状況等の説明，県の対応等について意見
交換

３月２６日 対策本部会議
新型インフルエンザ等特措法に基づく都道府県対策
本部の設置等について

３月２７日 対策本部会議
感染者の発生（第１例）について報告

対策本部会議
関係機関に対して感染者の発生や今後の留意点等に
ついて説明，意見交換

３月３０日 対策本部会議
国の基本的対処方針について説明

３月３１日 医療調整対策会議
県の感染症の現状等について説明，意見交換

４月 １日 対策本部会議
感染者の発生（第２例）について報告

４月 ３日 対策本部会議
感染者の発生（第３例）について報告

４月 ６日 調整本部会議
今後の医療提供体制について意見交換

４月１４日 調整本部第１回医療部会
今後の医療体制拡充について協議

７ その他
〇県備蓄マスク１０万枚配布（医療機関等，社会福祉施設等各５万枚）

○医療機関，社会福祉施設等に対し，感染防止対策の徹底を通知
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
状
と
必
要
な
対
応
（
私
⾒
）

⿅
児
島
⼤
学
病
院

感
染
制
御
部

川
村

英
樹
・
⻄

順
⼀
郎

⿅
児
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
対
策
本
部
会
議

20
20

/4
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国
内
で
の
発
生
状
況

•4
月

7日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
お
り
、

2週
間
後

の
発
生
数
の
状
況
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。



東
京
都
の
流
⾏
状
況

感
染
経
路
不
明
の

新
規
感
染
者
が
増
加

緊
急
事
態
宣
言

(4
/7

)

海
外
帰
国
者

の
発
症



ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
て

い
る
地
域

他
地
域
か
ら
の
感
染
者
に

限
定
さ
れ
て
い
る
地
域

(le
ve

l 1
)

日
本
国
内
の
流
⾏
状
況

地
域
内
に
広
範
に
感
染
者
が

発
生
し
て
い
る
地
域

厚
生
労
働
省

HP
お
よ
び
専
⾨
家
会
議
提
言
を
基
に
⽕
・
⾦
曜
日
に
更
新

20
20
年

4月
14
日

⿅
児
島
⼤
学
病
院

感
染
制
御
部
作
成

医
療
体
制
の
脆
弱
性
が
明
⽩
な
ど
退
避
勧
告
レ
ベ
ル
の
流
⾏
地
域
︓
該
当
な
し

未
発
生

(le
ve

l 0
)

岩
手

★



⿅
児
島
の
発
生
状
況

0123

⿅
児
島
県
発
生
状
況

持
込

県
内
発
生

県
外
か
ら
の
持
ち
込
み
例
の
発
症
で
あ
り
、

東
京
の

3月
中
旬
ま
で
の
状
況
と
同
様
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発
症

入
院
呼
吸

困
難
急
性
呼
吸

不
全

IC
Uへ

入
室

病
原
体
に
感
染
し
て
か
ら

症
状
を
示
す
ま
で
の
期
間

感
染 潜
伏
期

平
均

5.
2日

(9
5%
タ
イ
ル

12
.5
日

)

軽
症
例

80
%

入
院
重
症
例

15
%

中
国
か
ら
の
報
告
を
基
に
し
た

臨
床
経
過

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

よ
り
⻑
い

中
央
値

集
中
治
療
を
要
す
る
（
⼈
⼯
呼
吸
器
・
⼈
⼯
⼼
肺
）

5%

⾼
齢
者
の
死
亡
率
が
⾼
い

軽
症
は
若
年
例

初
期
は
普
通
の
か
ぜ

と
⾒
分
け
が
困
難

→
拡
⼤
す
る
リ
ス
ク



厚
生
労
働
省

HP
7

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
予
防

重
症
例
に
備
え
た

医
療
体
制
の
整
備

（
⼤
都
市
圏
）

（
⿅
児
島
県
）

効
果
は

2週
間
後
に
評
価

緊
急
事
態
宣
言
の
⽬
的
は
医
療
崩
壊
の
回
避



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
フ
ロ
ー
（
⿅
児
島
県
医
師
会
作
成
）

・
風
邪
の
症
状
や

37
.5
℃
以
上
の
発
熱
が

4日
以
上
続
い
て
い
る
。

・
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る
。

※
⾼
齢
者
や
基
礎
疾
患
等
が
あ
り
，
上
記
の
状
態
が

2日
程
度
続
く
場
合

※
妊
婦
は
早
め
の
受
診
、
小
児
は
⽬
安
ど
お
り
の
対
応

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

【
確
認
事
項
】

・
渡
航
・
接
触
歴

・
有
症
状
者
の
多
発

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
を
設
置
し
た
医
療
機
関

感
染
症
指
定
医
療
機
関

へ
入
院

か
か
り
つ
け
等
の
医
療
機
関

(⼜
は
⾃
宅
療
養

)

PC
R陽
性

PC
R陰
性

保
健
所

→
地
方
衛
生
研
究
所
な
ど

該
当
し
な
い

場
合

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
受
診
に
該
当

該
当
す
る
場
合

【
標
準
予
防
策
の
徹
底
】

疑
似
症
・
⾏
政
検
査
対
象
の
評
価

上
記
症
状
が
あ
る

上
記
症
状
が
な
い

該
当
し
な
い

場
合

保
健
所
に
よ
る
疫
学
調
査
、

濃
厚
接
触
者
の
聞
き
取
り

等

・
重
症

・
基
礎
疾
患
あ
り

⼀
般
呼
吸
器
感
染
症
等
の

治
療
・
経
過
観
察 8



外
来

入
院

無
症
状

軽
症

中
等
度

重
症
度

県
内
発
生

早
期

帰
国
者
・
接
触
者
外

来
感
染
症
指
定
医
療
機
関

県
内
感
染

期

帰
国
者
・
接
触
者
外

来

必
要
な
予
防
策
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
る

外
来
受
入
医
療
機
関

⾃
宅
で
の
安
静
・
療

養
を
原
則

感
染
症
指
定

医
療
機
関

⼀
般
医
療
機

関

集
中
治
療
を

要
す
る
重
症

者
を
優
先
的

に
受
け
入
れ

る
感
染
症
指

定
医
療
機
関

３
⽉
１
⽇
厚
⽣
労
働
省

地
域
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
が
増
加
し
た
場
合
の
各
対
策

（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、
感
染
防
⽌
策
、
医
療
提
供
体
制
）
の
移
⾏
に
つ
い
て



•軽
症
患
者
の
受
入
れ
に
よ
る
医
療
機
関
の
負
担
回
避

外
来
と
入
院
は
分
担

宿
泊
施
設
等
の
対
応

←
医
療
提
供
・
感
染
対
策
に
つ
い
て
の
⽀
援
活
動

⿅
児
島
県
で
の
必
要
な
対
応

患
者
数
増
加
に
備
え
た
医
療
体
制
の
整
備



•重
症
患
者
の
受
入
れ
病
床
体
制
の
整
備

-感
染
対
策
が
可
能
な
集
中
治
療
室
の
整
備

-人
工
呼
吸
器
や
体
外
循
環
装
置
（

EC
M

O）
の
操
作

や
管
理
に
熟
練
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

-マ
ス
ク
・
ガ
ウ
ン
な
ど
の
個
人
防
護
具
の
確
保

-医
療
従
事
者
へ
の
社
会
の
⽀
援

(育
児
等

)



地
域
で
の
対
応

1）
他
地
域
か
ら
の
感
染
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
地
域

2）
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
て
い
る
地
域

3）
地
域
内
に
広
範
に
感
染
者
が
発
生
し
て
い
る
地
域

地
域
ご
と
に
「
人
と
人
と
の
接
触
を
可
能
な
限
り
控
え
る
」
対
策 W

HO

社
会
・
経
済
活
動
の
維
持
と
感
染
拡
⼤
防
止
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

続
け
る
よ
う
な
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
⾨
家
会
議

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
⾒
解
」



⿅
児
島
県
で
の
必
要
な
対
応

•患
者
数
に
応
じ
た
対
策
の
⽴
案
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

(監
視
活

動
)
 
他
地
域
か
ら
の
持
ち
込
み
の
把
握
・
迅
速
な
対
応

 
ク
ラ
ス
タ
ー
の
探
知
・
・
・
病
院
・
⾼
齢
者
施
設
も
含
む

→
保
健
所
や
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
重
要
性

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
充
実

PC
R検
査
体
制
の
円
滑
な
運
⽤



関
東
・
関
⻄
・
福
岡
の
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響

•
県
⺠
の
み
な
さ
ま
の
⾏
動
変
容

人
と
人
の
接
触
の
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
⾃
粛

密
閉
・
密
集
・
密
接
空
間
の
回
避

経
済
へ
の
影
響

•
緊
急
事
態
宣
言
地
域
か
ら
県
内
へ
人
が
移
動
、
持
ち
込
み
例
発
症

者
数
の
増
加
・
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
リ
ス
ク

→
リ
ス
ク
共
有
の
た
め
、
感
染
発
生
状
況
の
「
⾒
え
る
化
」
が
必
要



ま
と
め

•
感
染
者
が
他
都
道
府
県
と
⽐
較
し
少
な
い
こ
と
か
ら
、
⿅
児
島
県

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
有
効
で
あ
っ
た

•
今
後
持
ち
込
み
例
か
ら
の
拡
⼤
が
懸
念
材
料
で
あ
る

•
感
染
発
生
状
況
に
沿
っ
た
対
策
の
継
続
・
強
化
が
必
要
で
あ
る

•
感
染
患
者
増
加
に
備
え
、
医
療
体
制
整
備
は
急
ぐ
必
要
が
あ
る

•
社
会
・
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
県
⺠
の
み
な
さ

ま
の
感
染
対
策
へ
の
協
⼒
が
引
き
続
き
重
要
で
あ
る



県
⺠
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

初
期
に
発
症
に
気
づ
か
す
、
拡
げ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

•
手
洗
い

手
が
よ
く
触
れ
る
と
こ
ろ
に
ウ
イ
ル
ス
が
残
存
す
る
可
能
性

こ
ま
め
な
手
洗
い
、
と
く
に
⽬
・
口
な
ど
に
触
れ
る
前
な
ど

•
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、

袖
、
肘
の
内
側
な
ど
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
⾨
家
会
議

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
⾒
解
」

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
徴

•
多
く
の
感
染
者
は
他
人
に
う
つ
す
こ
と
が
な
い
。

8割
の
感
染
者
は
他
人
に
う
つ
さ
な
い

•
環
境
要
因
が
そ
ろ
う
と
集
団
感
染
を
起
こ
す
。

県
⺠
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

•
密
閉
・
密
集
・
密
接
空
間
の
回
避

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
医
療
機
関
、
接
客
を
伴
う

飲
食
店
等
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

換
気
・
人
と
人
と
の
距
離
を
確
保
す
る



•誰
も
が
感
染
し
う
る
感
染
症
、
不
安
・
恐
怖

発
症
者
へ
の
中
傷
・
差
別
が
な
い
、
適
切
な
情
報
提
供
が

⾏
わ
れ
る
環
境
づ
く
り

医
療
機
関
・
医
療
従
事
者
な
ど
へ
の
協
⼒

み
な
さ
ま
と
⼀
体
と
な
っ
た
対
策
の
推
進
が
必
要

県
⺠
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い


